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研究要旨 

日本人は長寿化しており、『人生 100 年時代』と言われるようになって久しい。要介護期間が

男性よりも長い女性の健康寿命を延長させることにより、女性の QOL（生活の質）が向上する

だけでなく、現役世代による介護に伴う経済的、肉体的、精神的な負担を軽減することが期待

できる。高齢化、労働者不足が急速に進む本邦では、女性の健康寿命の延長は喫緊の課題であ

る。女性の健康には性成熟期に卵巣から分泌される性ホルモンが大きな影響を与えており、閉

経前後で女性の健康状況は大きく変化する。こうした女性特有の健康問題についての知識を一

般に普及させ、女性が健康的な生活をより長く送ることができるように啓蒙することは、女性

の健康寿命延長に向けた有効な施策である。 

本研究では「女性の健康リテラシーに関する基盤を構築すること」を目標として、多診療科で

共同して女性の健康に関する最新でかつ信頼性の高い情報を収集し、Web サイトの形式で一般

公開し、その閲覧状況を詳細に解析した。女性の健康に関する情報をより効率的に提供するた

めの課題を明らかとした。また女性の健康についてアドバイスができる「女性の健康相談員」

を養成するために、診療科横断的な女性の健康に関する教育カリキュラムを作成し、Web サイ

トで一般公開し知識の普及に努めた。 
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A. 研究目的 

 

日本人は長寿化しており、『人生 100年時代』

と言われるようになって久しい。一般的に女

性の平均寿命は男性より長いが、我が国では

その差は約７年である。一方で、平均寿命か

ら寝たきりや認知症など要介護状態の期間を

差し引いた健康寿命期間を男女で比較すると、

日本人女性は男性よりも 4 年しか長くない。

つまり要介護平均期間は男性の 9 年間に対し

女性は 12 年間であり、女性は男性よりも要

介護期間が長い。女性の健康寿命を延長させ

ることにより、女性の QOL（生活の質）が向

上するだけでなく、現役世代による介護に伴

う経済的、肉体的、精神的な負担を軽減する

ことが期待できる。高齢化、労働者不足が急

速に進む本邦では、女性の健康寿命の延長は

喫緊の課題である。 

女性の健康には、性成熟期に卵巣から分泌さ

れる性ホルモンが大きく影響する。50 歳前後

で閉経すると、性ホルモンが低下し生活習慣

病が急激に増加する。例えば、50 歳前では脂

質異常症の患者数は男性の方が女性よりも多

いが、50 歳以降では女性の方が男性よりも多

くなる。また高齢期女性の多くは骨粗鬆症、

認知症など高齢期特有の問題を抱え、結果と

してフレイル（加齢により心身が老い衰えた

状態）で過ごす期間が男性よりも長くなる。

これらの女性特有の性ホルモンの変化にとも

なう健康問題についての知識を一般に普及さ

せることで、女性の健康寿命が延長すること

が期待できる。 

これまでの我が国の健康支援において、女性

の健康に対する政策は十分でなかった。女性

の健康に関する情報提供基盤が十分に構築さ

れていないために、性ホルモンのダイナミッ

クな変化に影響を受ける女性の健康特性が国

民に十分に認識されていないことがその要因

の一つであると我々は考えている。そこで「女

性の健康リテラシーに関する基盤構築」を第

一の目標として研究を進めた。産婦人科医師

が中心となり内科、整形外科、小児科、老年

病科などの多診療科の専門医師と共同して、

女性の健康に関する最新でかつ信頼性の高い

情報を収集した。収集した情報は Web サイト

の形式で、インターネット上で一般公開して

いる。インターネット上に一般公開する Web

サイトは印刷物とは異なり、どのような情報

が、いつ、どこで、どのような経路で、何回、

どれくらいの時間、閲覧されていたかを評価

することができる。毎月、サイト毎にユーザ

ー解析を行うことにより、ユーザーが求めて

いる情報つまり現状で提供が不十分で、ニー

ズがあると考えられる情報を明らかにするこ

とができる。 

女性特有の疾患には、複数の診療科による集

学的な治療を必要とする診療科横断的なもの

がある。そのような診療科横断的な疾患の場

合、従来の医学の枠組みでは情報提供体制・

診療体制を整備することが困難である。その

ような疾患は、社会に認知されにくく、予防

や治療に関する国民の理解は不十分になる。

例えば神経性やせ症などの摂食障害は精神科

的疾患であるが、栄養不良による骨量の低下

に伴う易骨折性、内分泌機能の低下に伴う発

育障害や性発達障害、嘔吐に伴う胃液の逆流

による酸蝕症（細菌の関与がない酸による化

学的な歯質の溶解）や齲歯など様々な症状を

合併する。逆に、これらの緒症状を契機とし

て摂食障害と診断されるケースもある。した

がって摂食障害の患者やその家族には、精神

科医だけでなく、産婦人科医、整形外科医、

小児科医、内分泌・代謝内科医、歯科医など

複数の診療科の医師や看護師による診療と支

援が必要となる。現状では、摂食障害そのも

のに対する情報提供や診療体制は整備されつ

つあるが、それぞれの診療科専門医による診

療科縦断的なものにとどまっている。 

このような現状を打開するために、「女性の

健康相談員」を養成することが有効であると

考えた。「女性の健康相談員」は専門的な医療

者ではないが、複雑な病態を呈する女性特有

の疾患について、教育機関や職場などで啓蒙

活動を行ったり、実際に相談にのったりする

ことが期待される。非医療者を対象として医

師が作成、監修、一般公開する女性の健康教

育に関する e ラーニングはこれまでない。

我々は「女性の健康相談員」を養成するため

の教育プログラムを作成し、インターネット

上で一般公開し、情報提供をするとともに効

果的な情報提供のあり方を明らかにする。 

 

B. 研究方法 

 

平成 27 年度に立ち上げた女性の健康に関す

る多彩な情報を提供する「女性の健康推進室 

ヘルスケラボ（https://w-health.jp）」をベース

として、令和 2 年度から 3 年間 Web サイトの
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内容を更新して、閲覧についての解析を行な

った。本研究のプラットフォームである本サ

イトに掲載されている記事に関して評価する

ために、毎月のセッション数およびページビ

ューPV 数を集計、解析した。より広く情報提

供を行うために、SEO（Search Engine 

Optimization：検索サイトにおける検索結果で

自らのサイトを多く露出するために行う作

業）対策を継続的に行った。解析に関しては

グーグルアナリティクスでデータを抽出し

た。本研究を行うにあたり、これらアクセス

に関する情報（性別および年齢層、利用デバ

イス、新規訪問もしくはリピート訪問、利用

時間帯、ユーザー訪問と PV 数、訪問頻度、

流入経路、訪問あたりの滞在時間と PV 数）

を解析した。また今年度は新たにセルフチェ

ックサイトの解析を行った。とくにアクセス

数の多い 5 つのセルフチェックサイト（月経

前緊張症候群、摂食障害、うつ症状、月経困

難症、更年期障害）についてユーザー特性を

分析した。令和４年 6 月 1 日から令和 5 年 2

月 26 日までの期間のセルフチェックサイトの

データを収集し解析した。これらの情報は機

器そのものから得られる属性だけであるた

め、個人を識別できるような個人情報を含ま

ないことから倫理面に関して問題点はない。 

女性の健康管理に関して熟知し女性の健康

についてアドバイスできる人材（女性の健康相

談員）を養成することを目的して、教育カリキ

ュラムの作成を行なった。令和 2 年度、3 年度

に日本産科婦人科学会の女性のヘルスケアア

ドバイザー養成プログラムを一部活用し、不足

している内容を追加、古くなっているデータを

更新することにより、e ラーニングシステムを

構築した。作成した e ラーニングのカリキュラ

ムは、主に企業、自治体、教育機関などで女性

の健康増進・向上に役立てることとし、令和 4

年度に動画形式で一般公開した。 

 

C. 研究結果 

 

1） 女性を対象とした情報提供 HP「女性の健

康推進室ヘルスラボ」とそのアクセス内容

に関する研究 

 

本 HP はライフステージ別女性の健康ガイド

という大項目から、小児期・思春期、成人

期、更年期、老年期、妊娠・出産、という小

項目に移動出来るようにしている。「お知ら

せ一覧」（http://w-health.jp/information/）に時

事ニュースや社会の変化に対応した新規記事

を追加した。特に検索されることの多いキー

ワードに関する女性の健康関連の記事や、

ニュースなどで話題となった健康関連の出

来事に関する解説記事を中心に新規情報を追

加した。 

 

アクセスに関する解析 

平成 28 年 3 月に HP が開設されて以来、 令

和 4 年 12 月末日までの HP へのアクセスに関

するデータを解析し、デバイス別セッション

数および年齢別月間セッション数からみたユ

ーザー属性を検討した。 

利用ユーザー属性として性別および年齢層、

利用デバイス、新規訪問もしくはリピート訪

問、利用時間帯を調査した。メインユーザー

は女性で、25〜44 歳だった。利用デバイスは

モバイルが 9 割、PC が 1 割だった。新規訪問

が 9 割で、リピート訪問が 1 割だった。利用

時間帯は平日に集中しており、週前半から週

後半にかけて下落していた。19 時から 23 時

のアクセスが 4 割で、13 時から 18 時のアク

セスが 2.5 割だった。男女及び年代による１

訪問あたりの PV 数、平均滞在時間に大きな

差は見られなかった。一方、デバイスではこ

れらに大きな差があり、PC ユーザーはスマホ

ユーザーと比較して１訪問あたりの PV 数は

多く、平均滞在時間も長かった。新規ユーザ

ーとリピートユーザーの比較では、１訪問あ

たりの PV 数に差はなかったが、平均滞在時

間はリピートユーザーで長かった。利用時間

による差はなかった。これらの傾向に 3 年間

大きな変化はなかった。 

アクセスおよび回遊状況として、ユーザー訪

問と PV 数、訪問頻度、流入経路、訪問あた

りの滞在時間と PV 数を調査した。ユーザー

訪問と PV 数は令和元年から令和 2 年にかけ

て上昇傾向だったが、令和 2 年 5 月から急激

に減少し、下降トレンドが持続した。令和 2

年 11 月から再度緩やかな上昇となり、令和 3
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年 9 月にピークを迎えた。その後は令和 4 年

12 月までは 60 万回程度で大きな増減なく推

移した。訪問ユーザーの月あたりの平均訪問

回数は 1.1 回だった。9 割が自然検索による流

入でそのうち 9 割を Google/Yahoo の検索エン

ジン経由であった。SNS からの流入は 1 割以

下だった。訪問あたりの平均滞在時間は 1 分

以内が 8 割を占めた。1 訪問あたりの PV 数は

平均２回だった。 

セルフチェックサイトの解析 

令和４年 6 月 1 日から令和 5 年 2 月 26 日まで

の期間のセルフチェックサイトのアクセス数

を調査したところ、月経前緊張症候群、摂食

障害が上位 3 位で、そのほかに月経困難症が

7 位、更年期障害が９位だった。これら 5 つ

のセルフチェックサイトについて解析した。 

月経前緊張症候群についてはセルフチェック

を受けた 84/9%が「月経前緊張症候群の可能

性が高い」という結果となっており、自覚症

状がありサイトでチェックするユーザーのほ

とんどが月経前緊張症候群の可能性があると

いう結果だった。さらに、月経前緊張症候群

のセルフチェックをした 10761 人のうちセル

フチェック後に、サイト内の月経前緊張症候

群の記事のリンクをクリックしたユーザーが

4000 人いた。月経前緊張症候群についてはセ

ルフチェックを受けることにより関連する記

事を閲覧する動機づけになることがわかっ

た。 

摂食障害については、女性の方が男性よりも

「摂食障害の可能性が高い」ユーザーが多か

った。摂食障害のセルフチェックをした 6933

人のユーザーのうち、セルフチェック後に

「摂食障害」の記事にリンクしたユーザーは

500 人にとどまった。地域別には、東京、大

阪、愛知などの大都市圏のユーザーであっ

た。 

うつ症状については、男女差はほとんどなか

った。一方でセルフチェックを受けた後に、

「不眠症」「フレイル」「更年期障害」など

の他のセルフチェックに遷移していた。うつ

症状に関連した諸症状が多く、うつ症状のよ

うな気持ちや気分に関するセルフチェックを

受けるユーザーは、その他の気持ちや気分に

関する他のセルフチェックも比較しているこ

とが推測された。 

月経困難症については、セルフチェックを受

けた 59.5%が「婦人科を受診しましょう」と

いう結果となっていた。セルフチェックの後

はには「子宮内膜症」「子宮筋腫」など月経

困難症の原因となる疾患に関する記事にリン

クしていた。セルフチェックを受けることに

より、関連する記事を閲覧する動機づけにな

ることがわかった。またセルフチェックを受

けた後に、「月経前緊張症候群」のセルフチ

ェックの記事に遷移しているユーザーが 1000

人いた。月経困難症に関心のあるユーザーは

月経前緊張症候群にも関心があることがわか

った。 

更年期障害については、セルフチェックを回

答したユーザーの年齢層は、35-40 歳が最多

で、ついで 25-34 歳、45-54 歳、18-24 歳だっ

た。一般的に更年期障害をきたす 45-54 歳よ

りも若年の 35-40 歳のユーザーが最も更年期

障害に関心を持っていることがわかった。セ

ルフチェックの結果については、「食事、運

動などに注意を払い、生活様式などにも無理

をしないようにしましょう」という結果が

39.5%で、最も強い症状が想定される「医師の

診察を受け、生活指導、カウンセリング、薬

物療法を受けた方がいいでしょう」の 27.9%

を上回った。 

 

2） 健康支援教育プログラムと健康相談員の養 

成を目的とした e ラーニングシステム構

築 

 

女性の健康相談員の e ラーニングシステム 

令和 2 年度、3 年度に情報収集、作成した

「女性の健康相談員」養成のための教育プロ

グラムを令和 4 年度に動画で一般公開した。

当初の計画では、カリキュラムを基礎的講座

と専門的講座に分類した上で、基礎と専門の

修了証を発行する予定であった。Web サイト

上で修了証を発行する場合には個人情報を登

録したり、ID やパスワードを発行するなどの

個人情報管理が必要となるため、本研究の枠

組みでの実施は困難と判断した。 

月経困難症、月経前緊張症候群・月経前不快

気分障害、乳がん検診、更年期障害不定愁
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訴、子宮がん検診、合併症を持つ女性の妊

娠、妊娠中・後にみられる症状への対応、女

性のキャリア形成・維持とダイバーシティ

ー、骨粗鬆症、原発性無月経・思春期の月経

異常とその治療、摂食障害に対する適切な対

応、リプロダクティブ・ヘルス/ライツと安全

な中絶、女性アスリートのヘルスケア、血管

運動神経症状、不眠・うつ・認知症、腰痛関

連、排尿関連症状、外陰掻痒・性器萎縮、動

脈硬化症に関連した症状、女性に多くみられ

るがん、加齢と妊孕性、避妊、日常診療で遭

遇しうる若年女性の性感染症、性暴力被害・

ハラスメント・DV、プレコンセプションケ

ア、OC /LEP、思春期早発症の計 26 講座を動

画形式で公開した。 

 

D. 考察 

 

「女性の健康リテラシーの基盤構築」を主

目標とする我々の活動は、女性の健康に関す

る情報提供を行う Web サイトと女性特有の疾

患に関する e ラーニングを作成、運用、評価

することにより、女性の健康を支える全ての

人に対する啓発を行なった。信頼性の高い情

報を、定期的に更新して一般公開することに

より、女性の健康に関する意識が高まり、理

解が深まることが期待される。一方で、Web

サイト上でより多くの人に情報提供するため

に、その特性を理解した対策が必要であり、

本研究によりその対策が明らかとなった。 

本サイトは自然検索からの流入がほとんど

であるが、SEO 対策が十分とはいえず、専門

家が作成した信憑性の高い情報内容にも関わ

らず自然検索からの流入を逃していた。SEO

対策としては、女性の健康関連で特に頻繁に

検索されているキーワードを調査し、タイト

ルや見出しに埋め込むこと、新しいコンテン

ツの作成をすること、タイトルや見出しを再

設定することが考えられる。ユーザーが検索

しているキーワードを基に記事の構成を行

い、執筆者が異なる場合でも、タイトルや見

出しの設定を統一できる体制を構築すること

も重要である。 

SNS からの流入が少ないことも問題の一つ

である。令和 3 年度、4 年度に Instagram や

Facebook のアカウントを作成し、Web サイト

への誘導を試みたが、SNS からの流入増には

至らなかった。Instagram や Facebook について

はそのインターフェイスの特性に合わせた情

報改変が必要であることが要因の一つであ

る。一方で、動画投稿サイト YouTube で紹介

されることが時折あり、YouTube 経由の流入

が散発的に見られていた。影響力のある

YouTube 投稿者とのコラボレーションは検討

の余地はある。 

「女性の健康ガイド」「女性のがん」「女

性の病気と悩み Q＆A」は検索数の多いキーワ

ードであるが、それらのキーワードで Google

や Yahoo などの検索における本サイトの表示

順位は低い。これらの検索数が多いキーワー

ドで高い検索順位を獲得することにより多く

の流入を期待する。これらの記事については

今後改善していく必要がある。 

サイト上で用いる用語の選択も重要であ

る。「生理」という用語は学術的に用いられ

ることはなく、「月経」と記載されることが

多い。本サイトにおいても「月経痛」と記載

していたが、ユーザーが「生理痛」で検索し

た場合には本サイトの検索順位が大幅に低下

していた。またがんについては「癌」「が

ん」「ガン」などと表記されることがある

が、本サイトでは「がん」で統一している。

「癌」や「ガン」でユーザーが検索した場合

にも検索順位は大幅なに低下していた。この

ように正しい医学用語よりもも国民に受け入

れられている用語で記載し、情報をより多く

の人に届けることが重要である。記事を作成

する場合にはインパクトの大きなキーワード

を意識して作成することが重要である。 

キーワードを見出しに記載することも重要

である。本文の中に検索数が多いキーワード

が含まれていても、見出しに含まれていない

場合には、検索順位が大きく低下することが

ある。記事毎に見出しの付け方を統一するこ

とも有効であろう。各段落で何が記載されて

いるのかわかるような見出しをつけたり、重

要情報には太字などを用いて強調したりする

ことも重要である。 

類似記事を提供している他の Web サイトを

参考にして、検索数の多いキーワードを狙っ
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た新規コンテンツの作成も有効であるとされ

ている。日本産科婦人科学会のウェブサイト

では「前置胎盤」の検索数が多く、令和 4 年

度には本サイトでも前置胎盤の記事を新規作

成し、多く閲覧されている。このような取り

組みは今後も続けていく必要があるだろう。 

本サイトは、サイト内で「回遊」すること

が少ないことも明らかとなった。探している

情報に辿り着きにくかったり、記載されてい

る情報が理解されにくかったり、関連情報が

得られにくかったり、モバイルデバイスのユ

ーザーには閲覧しづらかったりすることが考

えられた。対応策として、サイト内検索で想

定されるキーワードでの検索対応を可能に

し、関連しない情報は表示しないことは有効

であると考えている。また、各段落で何が記

載されているのか見出しをつけたり、重要情

報には太字を用いて強調するなどの対応が必

要である。スマホユーザーがメインであるた

め、あまり長文の記事とせずに、簡潔で平易

な文章での情報提供を心がける。実際に本サ

イト内の記事ページの場合には、スマホユー

ザーは PC ユーザーと比較して、直帰率が高

く回遊率は低く、1 ページあたりの PV 数は少

なく、平均滞在時間も短かった。特にその傾

向は健康に関する記事、トップ画面で大きか

った。デバイスに違いは明らかであり、モバ

イルユーザー向けインターフェイスの改善は

重要である。ファーストビューで比較する

と、PC ではスマホに比べて見える範囲も広

く、記事のおおよその内容はすぐに理解でき

る。一方で、スマホでは記事の全体像がわか

りにくく、自分が見たいコンテンツがあるの

かをすぐに判断しづらい。目次を用いて一見

して記事の全体像を伝え、ユーザーが必要と

する情報をすぐに見つけられるように改善す

るべきであると考えられた。冒頭に記事の要

約を掲載することも有用であろう。 

今後さらに分析を深めるに当たっては、現

在の Google Analytics では見られない指標（ク

リックや動画再生等のイベント設定）を調査

できるように工夫したり、ユーザーがスマホ

からページのどの部分までスクロールしたか

（スクロール深度）を計測可能としたり、ユ

ーザーがサイト内で動画を再生したかの計測

を可能にすることも有用である。またダッシ

ュボード環境を整備したりすることも重要で

ある。必要なデータをすぐに確認できるダッ

シュボード環境を整備することにより、定期

的にデータの確認、改善ができる体制とな

り、記事の分析、改善、効果検証という

PDCA サイクルが回るようになる。 

ヘルスケアラボの長期的な数値トレンドを

解析すると、Google 社のアルゴリズムアップ

デートが流入者数の変動に深く関わっている

ことは明白である。2020 年初頭から徐々に

PV 数が増加していたことは新型コロナウィル

ス感染拡大による国民の健康関心度の上昇が

起因していたと考えられるが、2019 年 9 月、

2020 年 5 月、12 月、2021 年 7 月のアルゴリ

ズムアップデートでは新型コロナウィルス以

上の大きなトレンドの転換が発生していた。

新型コロナウィルス発生後から、2020 年 5 月

までの PV 数の上昇は、新型コロナウィルス

による国民の健康関心度の上昇に起因してい

る可能性も考えられる一方で、2020 年 5 月か

らのアップデートで流入数は著しく下落して

おり、新型コロナウィルスによる変化以上に

アルゴリズムアップデートの影響を受けてい

ると考えられた。本サイトへの Google 検索か

らの流入は全体の 7 割以上を占めており、そ

の影響は非常に大きい。Google 社のアルゴリ

ズムアップデートがあった場合には、どのよ

うな影響があったか調査し、PV 数を増加させ

るために適切に対応する必要があることが明

らかとなった。 

比較的多数のユーザーが閲覧しているセル

フチェックサイトについて解析することによ

り、各症状に関心のあるユーザーに必要な疾

患情報を明らかにすることができた。月経前

緊張症候群のセルフチェックを受けたユーザ

ーは月経前緊張症候群や月経前不快気分障害

について詳しく知りたい人が多いと考えられ

た。また摂食障害については男性よりも女性

に摂食障害の可能性がある人が多く、しかも

セルフチェック後に摂食障害の記事を見てい

る人が多かった。うつ病については、男女差

はなかった。一方で、セルフチェックを受け

た後には、「不眠症」「フレイル」「更年期

障害」などの他のセルフチェックに遷移して
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おり、さらに他のセルフチェックも受けてい

た。このことから「うつ病」のように心にか

んする症状に関心のあるユーザーはうつ病以

外にも気持ちの変化を伴う諸症状と類似した

他のセルフチェックを比較していることが考

えられた。更年期障害については、29 歳以下

の更年期とは無関係な年代のユーザーにも回

答されており、家族が自身の母親や職場の先

輩などのことを心配してチェックしている可

能性があることがわかった。全てのセルフチ

ェックにおいて、「セルフチェック」のトッ

プページに遷移していた。セルフチェックけ

かないにリンクがある場合には積極的にリン

クに遷移していた。「セルフチェック」は必

要なユーザーに必要な記事を提供する上で有

効な「入口」となり、啓発という観点からセ

ルフチェック結果のページ内に関連記事とし

て紹介することは効率的な情報提供ほうであ

る。 

国立成育医療研究センターが行った令和 3

年度の新型コロナウィルス感染症流行下の子

どもの心の実態調査で摂食障害の一つの「神

経性やせ症」がコロナ禍で増加したまま高止

まりしていることも報告されている。本サイ

ト内で運用していたヘルスケアラボ健康相談

窓口でも、摂食障害に関する問い合わせが 3

分の 2 以上を占めていた。また摂食障害に関

する記事の閲覧数は常に上位を占めていた。

社会的な背景として、「新型コロナウィル

ス」で起きた４つの変化が影響していると考

えられる。一つは、「黙食」が普及し、1 人

で食べることの推奨され食事の様式が変化し

たことが挙げられる。食事時間の楽しみが減

り、学生や児童では食欲が低下したことが報

告されている。次に、通常の生活に戻った時

の身体的変化への恐怖である。学校や会社、

友人など久しぶりに「リアル」で会う人たち

からの身体的評価に対して敏感になったこと

が考えられる。次に、実家への帰省が減少

し、シングル女性が親と離れていることによ

る変化である。食への家族からの心配や情報

から離れたことにより、正しい栄養管理がで

きなくなったことが考えられる。最後は Web

や SNS など配信動画への接触が増えたことで

ある。日本人にとって身近な韓国などを中心

としたアイドル文化への憧れから、アイドル

を見る機会が増え、自身と対比し、憧れと現

実の間で悩み食べることに対する恐怖を感じ

てしまったことが考えられる。摂食障害は長

期的にも女性の健康に負の影響を与える可能

性があり、正しい情報を迅速に提供する必要

がある。 

女性の健康相談員育成を目標とした、e ラ

ーニングサイトについては、令和２年からの

２年間をかけて情報収集を行なった。診療科

横断的であることに重点を置き、小児科や精

神科、整形外科、内分泌内科の専門医が教材

を作成もしくは監修をした。本来は講座を受

講することにより修了証を発行するなどの機

能を持たせることを予定したが、個人情報管

理に関する懸念もあったため、断念した。学

校や企業の健康部門の担当者に講座を紹介

し、閲覧してもらったり学校内や企業内で情

報共有してもらうことを目標とした。動画形

式で公開したが、音声はつけることができな

かった。今後視聴者により深く理解してもら

うために、講師による音声をつけた講義形式

の動画スライドとすることも検討している。 

 

E. 結論 

性ホルモンに強い影響を受ける女性特有の

健康に関する正しい情報をより多くの国民に

届けることを目的とした本研究で、Web サイ

トによる情報提供の実行可能性が確認され

た。一方で、Web サイトの閲覧数は検索サイ

トのアルゴリズムに大きく影響を受けるなど

従来の書籍や講演会などとは異なる Web サイ

トの特徴も明らかとなった。より効率的に情

報提供をするためには情報が正しいというだ

けでは不十分で、Web サイトの閲覧状況を定

期的に解析し、サイトの形式や用語の選択な

どを更新し続ける必要がある。 
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